
受講料

3,780円織υ

視聴期間

60日間

(期躍罫憩な』ζttFも )

講師:岳本恭治
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「ムジカノーヴア」のセミナー

でも人気の岳本恭治さん。ビ

アノの打鍵システムと重力に

逆らわない脱力奏法を丁寧に

解説しますoトレ
~エング方

法もご紹介していますのでこ

活用ください°

も0づiTdemOt。

武蔵野音楽大学ピアノ科・国立音楽院ピアノ調律

科卒業。英国トリニティ大学グレード・ディプロマ

を最優秀で取得。演奏活動と共に「ピアノ構造学・

改良史・奏法史」のセミナーを行う。「EII際フンメ

ル賞」受賞。著書「ピアノ大全」(ヤマ八)他多数。現

在、国立音楽院指導講師、日本」Nフンメル協会

会長、国際フンメル協会名誉会員、全日本ピアノ

指導者協会(PttNA)正 会員。

詳しくはこちらから▼

講師 0岳本恭治さん

この講座では、手の形やトレーニング方法など、重要なことを何度も繰り返

して視ていただ<ことができます。特に、腕の重さを知る方法、また無理のな

い筋力の使い方、脱力奏法のための基礎的な知識を学んでいただけます。

脱力奏法のトレーニングを無理な<していただ<ように解説をしていますの

で、ぜひ、このチヤンスにご自分の奏法を見直して、美しい響きでビアノが弾

けるようにしていただきたいと思います。

講座紹介動画
はこちら中
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講師 :岳本恭治

受講料 :3ヮ780円織込)

視聴期間:60日間側間内は、何度でも視聴できます)

■手順3 指を独立させる練習

「シヨバンポジション」に指を置いて、MP関節からの動きで、鍵盤を押し下げる

練習をしま魂

日脱力奏法の基礎 トレーニングまとめ

打鍵した後、指を離して鍵盤を上げるのではなく、指の力を抜いて、鍵盤に指先

が触れたまま鍵盤をもとに戻すことに注意してください。

ロショバンとヘルツの2つの課題を使つて

まず1番目の課題です。ショバンのビアノ奏法の草案より、ということで、□長調

のスケールを練習します。

■

■プロロ…グ脱力奏法とは

「脱力奏法」というのは、指を自然に伸ばして、重力や、無理のない筋力を使つて

弾くことです。腕の重さと筋肉の弛緩を基本としていて、無駄なく筋肉を使いま

す。「ハイフィンガー奏法」と違つて、「脱力奏法」では、弱い音でも響きがついてき

ます。強い音でも割れることはありません。

日手順1 腕の重さを知る

肩から力を抜いて、手をぶら一んとさせておいて、膝の上に(手を)放り投げてみ

てください。この時、誰かに手を持つて放り投げてもらうイメージがあるといいで

すね。できるだけ自然に放り投げてください。

日手順2 腕の重さに耐えられる指をつくる

、腕の付け根のMP関節。この2か所の関節を鍛えるトレーニングです。
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詳しくはこちらから▼

匁夕でいる状態

琲丈


